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ツーリズム EXPOジャパン ブランドのルール

ツーリズム EXPOジャパン ブランドロゴの使用について

日本向けの制作物に関してはブランドマーク（通常 :和文）を使用してください。

海外向け、または和英表記の場合の制作物に関してはブランドマーク（英文）を使用してください。
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■基本デザイン要素

基本のデザイン要素は、ツーリズム EXPO ジャパン ブランドロゴをシンボリックに反映した視覚的要素であり、あらゆる視覚コミュニケーション媒体において長期的、継続的に使用していく固定情報です。

したがって全ての制作時に、基準や原則を逸脱しないように十分注意してください。

ブランドロゴ（正式・略称とも）は、可読性、シンボルとの調和、イメージを考慮しオリジナルで開発されています。手を加えたり変形することがないように心がけてください。

●各名称

ブランドマーク（通常 : 和文）国内向け ブランドマーク（英文）海外向け



ブランドマーク（英文）

●カラーシステム ／ ブランドカラー

ブランドマーク（通常 :和文）
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原則として、以下の指定色で表現してください。ただし、媒体や素材の特性をいかした幅広い表現効果を期待する場合や、印刷時のさまざまな制約がある場合はこの限りではありません。

それぞれの基本デザイン要素を再生使用する場合は、必ず「カラーチップス（色見本）」を用い再生することを厳守してください。

ブランドカラーは、あらゆる視覚メディアで反復使用されるため、イベント事業の存在をアピールする上できわめて重要な役割を果たします。
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ブランドマーク（英文）

●カラーシステム ／ グレースケール

ブランドマーク（通常 :和文）

原則として、以下の指定色で表現してください。ただし、媒体や素材の特性をいかした幅広い表現効果を期待する場合や、印刷時のさまざまな制約がある場合はこの限りではありません。

それぞれの基本デザイン要素を再生使用する場合は、必ず「カラーチップス（色見本）」を用い再生することを厳守してください。
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ブランドマーク（英文）ブランドマーク（通常 :和文）

●アイソレーション（スペースの確保）

ブランドシンボルを常に正しい形、イメージで表現するために、ブランドシンボルの周辺には、下記に示した数値以上の領域（白地）を確保してください。薄い地の色等はこの限りではありません。

開催地域等を組み合わせて利用する場合も、ロゴ、テキストから 0.3aの領域（白地）を確保してください。

●指定書体

指定書体は、基本デザイン要素との相性を考慮して選択されています。広報・広告の本文等フロー情報には、これ以外の書体も使用できます。
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変形しないでください 色を変えないでください グラデーション表示はしないでください

文字間をかえないでください 文字の並びをかえないでください アイソレーションを侵害しないでください

他のデザイン要素を組み合わせないでください シンボルマークとロゴタイプを離さないでください 他の言葉を追加しないでください

角度を変えないでください 文章中に組み込まないでください 立体加工等をしないでください

●誤用例

ブランドシンボルのイメージを正確に伝えるために、基本デザイン要素を使用規定に基づいて正しく表示することが必要です。下記に誤った表示例を紹介いたします。参考にしてください。

ジ
ャ
パ
ン

ツーリズム エキスポ ジャパンJATA ツーリズム エキスポ ジャパンJATA

お会いしましょう！
来年も で See you next year

at　　　



●展開パターン

ブランドロゴの展開パターンです。組み合わせは以降のページを参考にしてください。

B　横パターン　年号入りB　横パターン　年号入り

A　横パターン

C　横パターン　年号・地域入り
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●組み合わせ展開パターン

D　横パターン　年号　地域入り　改行

E　横パターン　和英併記

F　3行改行パターン F　3行改行パターン　年号　地域入り

F　3行改行パターン　和英併記 I　縦パターン
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